
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

メディアデザインプロジェクトⅣ

実世界志向インタフェースへの挑戦

データサイエンスプロジェクトⅢ

データサイエンスプロジェクトⅣ

メディアデザインプロジェクトⅢ

授業科目 授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスとAI入門

プログラミング言語

数学  工学ための数学Ⅰ

工学のための数学Ⅱ

情報リテラシー

日本工業大学

日本工業大学応用基礎プログラム(先進工学部)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

学部・学科単位のプログラム

データサイエンスプログラミングⅠ

プログラミングⅠ  メディアプログラミングⅠ

先進工学部

いずれの学科もプログラムを構成する科目「数学」(2単位)、「工学のための数学Ⅰ」(2単位)、「工学のための数学Ⅱ」(2単位)、「情報リテラシー」(2
単位)、「データサイエンスとAI入門」(2単位)を取得したうえで、データサイエンス学科では「データサイエンスプログラミングⅠ」(2単位)、「データサ
イエンスプロジェクトⅢ」(2単位)、「データサイエンスプロジェクトⅣ」(2単位)の合計67科目1214単位、情報メディア工学科では「プログラミングⅠ
メディアプログラミングⅠ」(23単位)、「メディアデザインプロジェクトⅢ」(2単位)、「メディアデザインプロジェクトⅣ」(2単位)の合計67科目1215単位、
ロボティクス学科では「プログラミング言語」(2単位)、「実世界志向インタフェースへの挑戦」(2単位)の合計56科目1012単位を取得すること。

56 10 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得
を目指す。

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
偏微分①(2変数関数ノグラフ、偏微分の定義)「数学」(1回目)
偏微分②(高次偏導関数、F(t)＝f(x(t)、y(t)の微分)「数学」(2回目)
積分①(区分求積法、微分積分学の基本定理、累次積分の計算)「数学」(7回目)
積分②(2重積分と体積)「数学」(8回目)
行列①（ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍）（8回目）
関数の極値①（1変数関数の微分法、積分法）（5回目）

関数とそのグラフ(多項式関数)「工学のための数学Ⅰ」(1回目)
いろいろな関数①(指数関数と対数関数)「工学のための数学Ⅰ」(2回目)
1変数関数の微分法①(微分係数と導関数、接線の方程式)「工学のための数学Ⅰ」(4回目)
1変数関数の微分法②(指数関数、対数関数の導関数)「工学のための数学Ⅰ」(5回目)
1変数関数の微分法⑤(関数の極値)「工学のための数学Ⅰ」(8回目)
1変数関数の積分法③(定積分(積分と面積の関係))「工学のための数学Ⅰ」(11回目)
2変数関数の微分法①(2変数関数とその偏導関数)「工学のための数学Ⅰ」(12回目)
2変数関数の微分法②(偏微分の応用)「工学のための数学Ⅰ」(13回目)
2変数関数の積分法(重積分)「工学のための数学Ⅰ」(14回目)
ベクトル①(ベクトルの定義とベクトルの演算(和・差・スカラー倍)「工学のための数学Ⅱ」(1回目)
行列①(行列の定義と行列の演算(和・差・スカラー倍・積)「工学のための数学Ⅱ」(4回目)
行列③(逆行列)「工学のための数学Ⅱ」(6回目)
固有値と固有ベクトル①(2次正方行列の固有値・固有ベクトルの計算)「工学のための数学Ⅱ」(12回目)
固有値と固有ベクトル②(3次正方行列の固有値・固有ベクトルの計算)「工学のための数学Ⅱ」(13回目)
固有値と固有ベクトル③(行列の対角比)「工学のための数学Ⅱ」(14回目)

【データサイエンス学科】
プログラミングとは「データサイエンスプログラミングⅠ」(1回目)
プログラミングの基本構造「データサイエンスプログラミングⅠ」(2回目)
探索アルゴリズム(線形探索、二分探索)「データサイエンスプログラミングⅠ」(11回目)
ソートアルゴリズム(選択ソート、バブルソート)（並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンスプログラミングⅠ」(12
回目)
【情報メディア工学科】
繰り返し、ループ処理の流れの変更、線形探索「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(11回目)
繰り返し、ループ処理のネスト、バブルソート（並び替え（ソート）、探索（サーチ）「プログラミングⅠメディアプログラミング
Ⅰ」(12回目)
【ロボティクス学科】
アルゴリズムとデータ構造（並び替え（ソート）、探索（サーチ）「プログラミング言語」(11回目)
ハッシュ法と再帰「プログラミング言語」(12回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
情報とメディアの特性、問題解決の流れ、傷つかない傷つけないために、発想法、SNSとの付き合い方、ネット依存「情報
リテラシー」(2回目)
コミュニケーション手段の変化、ネットコミュニケーションの特徴、デジタルの世界へ、デジタル万引き、電子マネー「情報リ
テラシー」(5回目)
数値と文字のデジタル表現、音と画像のデジタル表現、色と動画のデジタル表現、目的に応じたデジタル化、ネットワーク
詐欺（コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など））「情報リテラシー」(6回目)
【ロボティクス学科】
配列・文字列とポインタ「プログラミング言語」(9回目)
多次元配列と構造体「プログラミング言語」(10回目)

【データサイエンス学科】
変数の型と演算子（文字型、整数型、浮動小数点型）「データサイエンスプログラミングⅠ」(3回目)
【情報メディア工学科】
文字列の出力、組み込み関数「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(2回目)
変数、値の代入と表示（変数、代入、四則演算、論理演算）「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(3回目)
型と算術演算「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」（文字型、整数型、浮動小数点型）(4回目)
文字列とリスト「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(5回目)
モジュールの利用、関数「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(6回目)
条件分岐、if文、if～else文「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(7回目)
条件分岐、if～else～else文、論理演算「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(8回目)
繰り返し、ｗｈｉｌｅ文「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(9回目)
繰り返し、for文「プログラミングⅠメディアプログラミングⅠ」(10回目)
【ロボティクス学科】
ガイダンス　プログラムの仕組みとプログラミング言語「プログラミング言語」(1回目)
C言語プログラミングの開発環境とC言語の基本「プログラミング言語」(2回目)
変数とデータ型（変数、代入、四則演算、論理演算）「プログラミング言語」(3回目)
式と演算子「プログラミング言語」(4回目)
条件式とif文、switch文「プログラミング言語」(5回目)
for文とステップ実行「プログラミング言語」(6回目)
関数の基本（関数、引数、戻り値）「プログラミング言語」(7回目)
ポインタ「プログラミング言語」(8回目)
配列・文字列とポインタ「プログラミング言語」(9回目)
多次元配列と構造体「プログラミング言語」(10回目)

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応
用分野、更には研究や
ビジネスの現場におい
て実際にＡＩを活用する
際の構築から運用まで
の一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的
なものに加え、「データ
サイエンス基礎」、「機
械学習の基礎と展
望」、及び「深層学習の
基礎と展望」から構成
される。

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
Society 5.0超スマート社会とは（データ駆動型社会、Society 5.0）「データサイエンスとAI入門」(1回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
データサイエンスのための数理統計学基礎（データ分析の進め方、仮説検証サイクル）「データサイエンスとAI入門」(4回
目)
データサイエンス演習(1):散布図と相関係数「データサイエンスとAI入門」(5回目)
データサイエンス演習(2):線形回帰「データサイエンスとAI入門」(6回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
ビッグデータとデータサイエンス（ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス）「データサイエンスとAI入門」(3回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
AI（人工知能）とはSociety5.0"超スマート社会"とは（AIの歴史、推論、探索、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）「データ
サイエンスとAI入門」(81回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
Society5.0における技術的課題（AI倫理、AIの社会的受容性、プライバシー保護、個人情報の取り扱い）「データサイエ
ンスとAI入門」(1312回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
機械学習の基礎（機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習）「データサイエンスとAI入門」(9回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
機械学習の基礎「データサイエンスとAI入門」(9回目)
画像処理と深層学習その応用例（実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）
「データサイエンスとAI入門」(1211回目)

【データサイエンス学科・情報メディア工学科・ロボティクス学科】
機械学習演習(21):強化学習帰納的学習（AIの学習と推論、評価、再学習）「データサイエンスとAI入門」(1110回目)

3



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる
「データを人や社会に
かかわる課題の解決
に活用できる人材」に
関する理解や認識の
向上に資する実践の
場を通じた学習体験を
行う学修項目群。応用
基礎コアのなかでも特
に重要な学修項目群
であり、「データエンジ
ニアリング基礎」、及び
「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成さ
れる。

【データサイエンス学科】
ビッグデータ活用事例，コンピュータで扱うデータ，センサーデータ，クレンジング処理，プログラム作成，「データサイエン
スプロジェクトⅢ」(1回目～14回目)
【情報メディア工学科】
ICTの進展「メディアデザインプロジェクトⅢ」(3回目)、AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「メディアデザインプロ
ジェクトⅢ」(4回目)、コンピュータの構成、動作、性能、コンピュータで扱うデータ「メディアデザインプロジェクトⅢ」(5回目)
【ロボティクス学科】
ICTの進展，コンピュータの構成「実世界志向インタフェースへの挑戦」(1回目)、IoT，ネットワーク，エッジデバイス「実世
界志向インタフェースへの挑戦」(3回目)、コンピュータで扱うデータ，センサーデータ「実世界志向インタフェースへの挑
戦」(5回目)、並び替え，探索「実世界志向インタフェースへの挑戦」(7回目)

【データサイエンス学科】
ビッグデータ活用事例，コンピュータで扱うデータ，センサーデータ，クレンジング処理，プログラム作成，「データサイエン
スプロジェクトⅣ」(1回目～14回目)
【情報メディア工学科】
AIシステムの品質、信頼性「メディアデザインプロジェクトⅣ」（1回目)
【ロボティクス学科】
プログラミング基礎，クレンジング処理「実世界志向インタフェースへの挑戦」(8回目,11回目)、実世界で進む機械学習の
応用，実世界で進む深層学習の応用「実世界志向インタフェースへの挑戦」(8回目〜14回目)、教師あり学習，教師なし学
習，強化学習，ニューラルネットワークの原理「実世界志向インタフェースへの挑戦」（9回目）、AI倫理，プライバシー保護
「実世界志向インタフェースへの挑戦」（10回目）、実世界で進む生成AIの応用，基盤モデル，大規模言語モデル「実世界
志向インタフェースへの挑戦」（12回目～14回目）

プログラム学習を通じて数理・データサイエンス・ＡＩの知識を活用し、様々なデータを適切に収集・分析する力を養い、それ
ぞれの分野での社会課題を発見し解決する能力を身に付ける。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）
における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）につい
て、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内容が記載出
来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うものであ
り、認定要件とはなりません。
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 3771 人 女性 346 人 （ 合計 4117 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

先進工学部 1,441 340 1,320 377 269 377 29%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

いずれの学科もプログラムを構成する科目「 数学」 (2 単位)、「 工学のための数学Ⅰ」 (2 単位)、「 工学のための数学Ⅱ」 (2 単位)、「 情報リテラシー」 (2 単位)、「 データサイエンスとAI入門」 (2 単位)を取得したうえで、データサイエンス学科では「 データサイエンスプログラミングⅠ」 (2 単位)、「 データサイエンスプロジェクトⅢ」 (2 単位)、「 データサイエンスプロジェクトⅣ」 (2 単位)の合計6 7 科目1 2 単位、情報メディア工学科では「 プログラミングⅠ」 (2 単位)、「 メディアデザインプロジェクトⅢ」 (2 単位)、「 メディアデザインプロジェクトⅣ」 (2 単位)の合計6 科目1 2 単位、ロボティクス学科では「 プログラミング言語」 (2 単位)、「 実世界志向インタフェース」 (2 単位)の合計5 科目1 0 単位を取得すること。 0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,441 340 1,320 377 269 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 377 29%

日本工業大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 164　146 人 （非常勤） 142　127 人

② プログラムの授業を教えている教員数 32　38 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦

日本工業大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

吉野　秀明 教務部長

データサイエンスプログラム運営部会

吉野　秀明 教務部長

データサイエンスプログラム運営部会規程

日本工業大学のデータサイエンス教育の推進を図ることを目的とする。本部会ではプログラム運
営にあたって、プログラム科目履修学生の単位修得状況管理を行うとともに修了認定を行う。ま
た、授業で実施する授業アンケートの結果に基づき、授業内容、授業方法等の改善を通じてプロ
グラムの向上を図っていく。

教務部長・データサイエンス学科教授　　吉野　秀明
基幹工学部長・機械工学科教授　　　　　二ノ宮進一
先進工学部長・情報メディア工学科教授　新井　啓之
建築学部長・建築学科教授　　　　　　　小川　次郎
データサイエンス学科長・教授　　　　　粂野　文洋
情報メディア工学科長・教授　　　　　　勝間田　仁
情報メディア工学科長・教授　　　　　　呉本　尭
ロボティクス学科長・教授　　　 　　　　 安原　鋭幸
データサイエンス学科教授　　　　　　　大宮　　望
データサイエンス学科教授　　　　　　　佐藤　進也
データサイエンス学科教授　　　　　　　辻村　泰寛
データサイエンス学科准教授　　　　　 橋浦　弘明
データサイエンス学科准教授　　　　　 伊藤　暢彦
教務部事務部長　　　　　　　　　　　　　松永　浩徳
教務部教務課長　　　　　　　　　　　　　穴井　正洋
教務課主任　　　　　　　　　　　　　　　　吉澤　慎吾
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 75%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 1,320

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

29% 50%

100% 100%

具体的な計画

データサイエンス学科、情報メディア工学科、ロボティクス学科ではプログラム対象授業科目と
なっている「数学」「情報リテラシー」「データサイエンスとAI入門」は必修科目となっている。また、
各学科が指定している科目についても各専門分野と結びつきの深い科目となっており、年度進行
に伴い卒業までにプログラムを修了するよう履修指導する。

先進工学部を含め基幹工学部及び建築学部ともに認定プログラム「リテラシーレベル」の対象と
なっており、大学全体でデータサイエンス教育を充実させるためにデータサイエンスプログラム運
営部会が中心となって推進する体制を整えている。

入学後の新入生オリエンテーション、毎年度実施する在学生ガイダンス等で説明するとともに、学
生に配信する学生便覧、シラバス等でプログラム科目の意義、身に付く能力等を周知している。
また、プログラム指定科目については、各学科とも必修科目を含んでおり無理することなく履修す
ることができるようになっている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

授業中及びオフィスアワー等の時間に学生は担当教員に質問・相談できる体制をとっており修得
に向けたサポート体制を講じている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

⑪で記載のとおり、本教育プログラムの授業については、他の授業科目同様に担当教員が授業
時間中に学生からの質問等に対応するとともに、各教員がオフィスアワーを設定し、授業時間外
にも学生からの質問・相談に応じる体制を整えている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 日本工業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 吉野　秀明 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

い
ず
れ
の
学
科
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す

自己点検・評価について

データサイエンスプログラム運営部会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本教育プログラム科目については、データサイエンス学科、情報メディア工学科、ロボティクス学科いずれも認定プロ
グラム(リテラシーレベル)の「データサイエンスとAI入門」を含む学科専門科目で構成されている。本教育プログラムで
は対象科目が各学年に配置されているため、令和4年度に入学した学生が全ての対象科目を履修できる状況である。
令和6年度におけでプログラムの修得状況は以下のとおりである。
データサイエンス学科　 履修者数143名　　　修了者数122名　　修得率　85.3％
情報メディア工学科　　  履修者数145名　　　修了者数131名　　修得率　90.3％
ロボティクス学科　　　    履修者数  89名　　　修了者数16名　　  修得率　17.9％
先進工学部   計　　　　  履修者数377名　　　修了者数269名　　 修得率　71.3％

令和7年度におけるプログラムの修得状況は以下のとおりである。
データサイエンス学科　 履修者数115名　　　修了者数112名　　修得率　97.4％
情報メディア工学科　　  履修者数131名　　　修了者数116名　　修得率　88.5％
ロボティクス学科　　　    履修者数  79名　　　修了者数11名　　  修得率　13.9％
先進工学部   計　　　　  履修者数325名　　　修了者数239名　　 修得率　73.5％

学修成果

授業評価アンケートの結果からは対象となっている一部の授業科目について、難易度が「やや難しかった」と回答して
いる割合がやや高い科目もあるため、学生の理解度を見ながら授業内容の改善を図っていく。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本学では教育研究推進室が各学期終了ごとにアンケートを実施しており、本プログラム科目についても全受講生に対
して実施している。これにより授業の難易度、理解度等を把握している。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本学では各学期終了ごとにアンケートを実施しており、授業を通じた本人の成長実感を問うているが、多数の学生が
授業を通じて成長したという回答をしており、こうした傾向は後輩の学生にも伝播していくものと捉えている。また、専
門教育との関係においても、各専門分野で必要とされるものであることを講義を通じて各教員から伝達している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本学は令和6年度に数理・データサイエンス・AI教育プログラムのリテラシーレベルの認定を受けている。今回の先進
工学部の申請にあたっても対象となる各学科でデータサイエンスの重要性を授業等を通じて周知しており、履修者
数、履修率が向上ていくものと見込まれる。また、対象科目の必修化についても検討していく。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

全学科共通して学ぶ「データサイエンスとAI入門」(1回目)において、Society 5.0として目指す超スマート社会の姿と各
分野の将来像が自らの生活と密接に結びついていることを説明し、データサイエンスやAI技術を学ぶことの意義を実
例を交えて興味・関心をいだけるよう講義している。加えて、同2回目の授業においても、SDGｓの目標に向けデジタル
革新をどう活用するかの視点が重要であること、今後はあらゆる産業でデータ分析力の活用が必要となること、総まと
めの課題としてSociety 5.0に向けて何を学ぶべきかを問うていることなど、学ぶことの意義を学生に理解させる工夫を
している。また、データサイエンスとAIの基礎を講義だけでなく、演習により「学ぶ楽しさ」も実感させながら理解が深ま
るよう指導している。今後は，学生が所属する各学科の専門教育との関係も含めて考えさせることで学ぶ意義を更に
深く理解できるよう指導していく。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

授業評価アンケートの結果を踏まえて、わかりやすい授業となるように授業内容の改善を図っていくとともに、単位修
得率が向上するように努めていく。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

まだ、プログラム科目を履修している学生は在籍中のため社会での活躍状況、企業等の評価を得られていないが、今
後、企業等に対して卒業生の状況についてアンケートを通じて評価をいただき、改善に資する予定としている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本プログラム科目を担当する教員には、企業や研究所での勤務経験のある実務家教員が複数名おり、社会や産業界
での求められる知識、能力等を把握しており、実社会で役立つ内容の講義を展開している。今後も産業界等が求める
人材像について意見を求め、プログラムに反映していく予定としている。
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大学等名 日本工業大学（先進工学部）

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI応用基礎教育プログラム(先進工学部)

申請レベル 応用基礎レベル
(学部・学科等単位）

申請年度 令和7年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

提出時には記載上の
留意事項など不要な
記載は削除願います

ＡＩ・データサイエンス教育プログラム(応用基礎レベル) 取組概要
１.プログラムの目的・身に着けられる能力

プログラム学習を通じて数理・データサイエンス・ＡＩの知識を活用し、様々なデータを適切に収集・分析する力を養い、
それぞれの分野での社会課題を発見し解決する能力を身に付けることを目的とする。

２．科目の構成

３．修了要件
各学科で指定されている上記のプログラム科目を全て修得する。

４．実施体制
実施組織 データサイエンスプログラム運営部会

構成員 教務部長・各学部長・授業科目担当教員・教務課長

役割 <実施・改善>プログラム履修学生の単位修得状況管理、プログラム修了認定・教育内容の改善実施
<点検・評価>アンケート、履修状況等からプログラムの教育内容について点検・評価

情報メディア工学科 データサイエンス学科 ロボティクス学科

工学のための数学Ⅰ・Ⅱ 工学のための数学Ⅰ・Ⅱ 工学のための数学Ⅰ・Ⅱ

情報リテラシー 情報リテラシー 情報リテラシー

データサイエンスとAI入門 データサイエンスとAI入門 データサイエンスとAI入門

メディアプログラミングⅠ データサイエンスプログラミング
Ⅰ

プログラミング言語

メディアデザインプロジェクトⅢ データサイエンスプロジェクトⅢ 実世界志向インターフェースへ
の挑戦

メディアデザインプロジェクトⅣ データサイエンスプロジェクトⅣ
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補足説明資料(運営・点検評価体制)補足説明資料(運営・点検評価体制)

改善指示 改善報告

アンケート結果

アンケート回答

フィードバック

運営協議会 議長：学長

データサイエンスプログラム運営部会
【構成員】 【任務】
吉野教務部長 ・プログラムの管理・運営
二ノ宮基幹工学部長 ・ブログラムの自己点検・改善
新井先進工学部長 ・プログラムの改善・進化
小川建築学部長     ・プログラム科目「データサイエンスとAI入門」 
粂野データサイエンス学科長  ・シラバス確認
呉本情報メディア工学科長                ・プログラム科目履修学生の単位修得状況管理
安原ロボテイクス学科長  ・プログラムの修了認定
辻村データサイエンス学科教授 

   穴井教務部教務課長
   吉澤教務課主任

教育研究推進室
総合企画室

授業アンケート実施
アンケート結果集計

基幹工学部 先進工学部 建築学部
機械工学科 ロボティクス学科 建築学科建築コース
電気情報工学科 情報メディア工学科 建築学科生活環境デザインコース
(電気電子通信工学科) データサイエンス学科
環境生命化学科
(応用化学科)

54 1


	01【応用基礎】日本工業大学（変更後の申請様式）
	02【応用基礎】日本工業大学（変更後のシラバス）
	工学のための数学Ⅰ
	工学のための数学Ⅱ
	メディアプログラミングⅠ
	データサイエンスとAI入門

	03【応用基礎】日本工業大学（変更後のカリキュラムマップ）
	04【応用基礎】日本工業大学（変更後の取組概要）1
	04【応用基礎】日本工業大学（変更後の取組概要）
	スライド 1: ＡＩ・データサイエンス教育プログラム(応用基礎レベル) 取組概要 １.プログラムの目的・身に着けられる能力 　プログラム学習を通じて数理・データサイエンス・ＡＩの知識を活用し、様々なデータを適切に収集・分析する力を養い、 　 それぞれの分野での社会課題を発見し解決する能力を身に付けることを目的とする。 ２．科目の構成 　　            ３．修了要件 　　各学科で指定されている上記のプログラム科目を全て修得する。 ４．実施体制 　　実施組織　データサイエンスプログラム運営部会 　　

	07_日本工業大学_その他補足資料
	スライド 1: 補足説明資料(運営・点検評価体制)



